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専修大学文学部人文学科社会学コース 2000 年度卒業論文（2001 年 3 月卒業）  

 

【大矢根淳ゼミナール】  

災害が経済に与える影響  
－被災地域の経済復興を考える－  

死別体験の諸相と回復過程  
－「癒し」という観点から－  

「熱しやすく冷めやすい日本人」  
－防災意識の風化を防ぐためには－  

喪失による心の傷の癒し方  
－災害時における救援者の心の傷とケアから学ぶ－  

サバイバーズ  
－被災生活からの立ち直り－  

パニックは起きているのか  
－パニックの理論的検証－  

「流言」・「デマ」発生の要因関連・概念整理 

－阪神・淡路大震災と所沢ダイオキシン野菜報道問題の事例の地域・文化特性に関して例証する－  

 

【川上周三ゼミナール】  

航空輸送市場の競争  
－規制緩和された市場ではどのような運賃形成がされるのか－  

少年犯罪  

音楽ビジネスの罪過  

対抗の行方  

 

【児島和人ゼミナール】  

韓国の日本文化受容  

対面コミュニケーションの重要性  

野島伸司脚本ドラマにおけるマイノリティの視点  

夫婦別姓論について  

コーエン兄弟作品にみられる特異性について  

NGO・ボランティア活動にみる電子ネットワークにおける 

創発性問題解決システムの可能性と課題  



 

2 
 

電子ネットワークとうわさ  

ホームページの掲示板におけるコミュニケーションの実態  

 

【嶋根克己ゼミナール】  

若者を取り巻く労働環境の変化と彼らの意識  
－若者たちはなぜ会社を辞めるのか－  

不登校からみる教育制度  

パーソナルメディアの充実と若者意識の個人化  

「ケータイ誇示」  
－携帯電話を見せる社会と行為－  

パンクロッカーのエスノグラフィー  

 

【玉水俊哲ゼミナール】  

労働と家事と女  

子どもの発達  

『イキルチカラ』  
－子どもたちはどこへ行くのか－  

結婚に対する個人の意識の変化について  

現代における流行  

高齢者介護をめぐる問題  

家庭内暴力からみた日本の親子関係  

住まいにおける家族の「壁」  

人間の子育てについて  

 

【広田康生ゼミナール】  

幼児虐待の現状と防止における研究  

高齢者と余暇に関する考察  

学級崩壊の現状と脱出への方向性  
－子どもたちが訴えるもの－  

主婦の形成史とその役割の変遷  

在日韓国人のアイデンティティ形成についての考察  

多摩ニュータウンと多摩田園都市  
－都市開発における官と私－  
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アルコール依存症の仕組みと内観療法の意義  

インターネットコミュニケーション 
－ネットコミュニケーションについての考察－  

 

【宮崎牧子ゼミナール】  

働く女性の子育てに関する現状と課題  

離婚による父子家庭の存在について  
－増加する現状と対策－  

高齢女性のおしゃれに関する一考察  

高齢者社会における在宅介護問題を考える  

マスコミにおける障害者福祉の表現  
－盲導犬事業を例に－  

精神障害者の社会復帰を考える 

現代の少年非行についての一考察  

多様化する保育サービスの今後のあり方について 

－神奈川県相模原市を事例として－  

知的障害者の就労の現状と企業における雇用拡大に向けての課題  

少子化社会と子育て環境に関する一考察  

 

【米地實ゼミナール】  

ケガレと差別  

現在の女性とスポーツ  

日本社会における旅の歴史  
－「旅行」という新文化－  

「夫婦別姓」について  

結婚観・家族観の変化  

東京ディズニーランド（TDL）研究 
－いかにして TDL が夢を創造しているか－  

母子家庭の現状  

死に対する人間・社会の意識  

現代の若者における価値志向の変化  

男と女・愛について  

 


